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プロジェクトマネジメントには予算と工程の遵守と品質が求められ、プロジェクトマネージャは

人とお金と設備をマネジメントして計画達成を目指す。しかし要員の生産性はプロジェクトの成否

を左右するにも拘わらず、正確な予測は困難である。そこで本件では要員の計画通りの生産性を実

現するために着手日管理を提案する。着手日管理では着手日に適切な知識を要員に提示することに

より生産性の向上を目指す。 
キーワード：プロジェクト、作業開始日、作業着手日、生産性、マネジメント流通 

 
 

Ⅰ．はじめに 

プロジェクトマネジメントには予算と工程の遵守と品質の達成が求められる。そしてプロジェ

クトマネージャは人と資金と設備をマネジメントして計画達成を目指す。しかし要員の生産性は

プロジェクトの成否を左右するにも拘わらず、正確な予測は困難である。要員の生産性予測が困

難な理由に要員への期待感と計画変更に伴う環境変化がある。プロジェクトマネージャは要員を

工程に割り当てる場合、要員の経験や他のプロジェクトとの専任率を考慮して要員の生産性を予

測する。しかしプロジェクトの遂行中には仕様の追加や修正が多発して要員の作業環境が変化す

る、特にシステム開発プロジェクトでは仕様変更が多発する。加えて通常は複数のプロジェクト

が同時期に実行されているため、1 つのプロジェクトで工程の変更が発生すると複数のプロジェ

クト間での要員の再配置や設備に関する環境変化が起こる、そして期待された要員の生産性達成

は困難となる。特に作業支援で追加投入する要員の生産性は不確実な要素である 1）2）3）4）5）。プ

ロジェクトの計画、進捗管理、トラブル対応に於いて要員の生産性を正確に予測、測定すること

はプロジェクトを計画通り進める上では重要な事項である。そこで本件ではプロジェクトの状況

に拘わらず要員に期待した生産性を発揮をさせるために、着手日管理を提案する。着手日管理で

は従来の作業開始日と作業終了日に追加して作業着手日を管理する。着手日とは作業開始に向け
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て準備を始める日である。着手日に適切な知識を与えることにより生産性の達成とスケジュール

の遵守が期待できる 6）7）。 

 

Ⅱ．要員の生産性と工程計画 

通常、同一期間に複数のプロジェクトが実行されており、更に規模の大きなプロジェクトでは

1 つのプロジェクトの中には複数のサブシステム開発があり、機材や人を含む資源の取り合いと

なっている。そして 1 人の要員が同時に複数のプロジェクトやサブシステムを担当している。し

かし各プロジェクトにかける作業時間の配分や各作業の生産性は要員任せであり、各アクティビ

ティに於ける要員の生産性を明確に予測することは難しい。例えば図 1 の A と明記された工程は

同一要員に割り振られた工程やアクティビティであり、多くの場合、どの作業をどの順序で進め

るかは要員任せである。一般的に担当者は慣れた作業から進めることが多く、作業開始に先立っ

て知識の獲得や調査が必要な作業は後回しとなることが多く、要員の生産性は不確実である。特

に同時期に同一要員に複数のアクティビティが与えられた場合には工程の進捗がプロジェクトマ

ネージャの期待通り進捗しない可能性が高まる。以降、工程とは複数の担当者が参加する作業単

位を指し、アクティビティとは担当者 1 人の作業単位を指すこととする。 
 

 

 

図 1．要員に割り振られた工程 

 

１．作業経過時間と生産性 

要員が工程やアクティビティに従事する場合、作業に従事する時間が経つに従って生産性は高

まると考えられる。一方、作業着手時は作業への経験不足や情報不足により生産性は低いと考え

られるため、ある時刻ｔに於ける生産性を時間ｔの関数として )(tx で与えられるとすると、生産
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性の変化率は①式となる 8）。 

mx
dt
dx

= －① ここでｍは生産性の増加率 

①に於いて初期の生産性値は低く、経験時間が経つと一定になるとすると、ｍはｘが K と同一と

なるまで x が増加するに従い減少する関数②と置き換えることが出来るので①に②を代入して③

を得る。 
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⑤の両辺を積分すると⑥となり、これを計算すると⑦を得る。ただし a、b、c、dは定数である。 
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あるシステム開発に於いてアンケートで収集した生産性のデータを⑦式に代入して生産性 )(tx
を得た。図 2 は )(tx をグラフ化したものである。 

 

 
図 2．生産性カーブ 
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あるシステム開発にて収集した計画と実際の生産性のデータを表 1 に示す。本データの場合、

計画上の作業時間は 11 日に対して実作業日数は 25 日となっている。25 日には 7 日の早期着手日

数と 7 日の作業遅れを含む。早期着手日数とは作業開始計画日より早く作業を開始した日数であ

る。また図 2 に示す生産性のカーブに日数を掛けて実作業量を面積として得た値が表 1 中の実績

仕事量（X（ｔ）×日終了日）であり、面積により得られた実績仕事量は 10.5 日である。一方、

計画日数は 11 日であるので実際の作業量は計画日数に合致している。この様子を図 3 に示す。本

結果により、作業開始予定日の生産性を測定することにより作業全体のパフォーマンスを推定で

きることが明らかになった。本データを取得した作業はインターフェース設計作業であり、仕様

設定が難しい作業であったため、仕様設定が進まず作業開始時の生産性が期待通りとならず作業

遅れとなった、しかし作業開始前に仕様設定の準備を進めていれば生産性の向上が見込めた可能

性が高い。 

 

表 1．作業日数比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．ガントチャートと生産性 

 

２．要員の生産性と工程計画 

ガントチャートを使用した進捗管理では各アクティビティの完了日を管理する。図 4 に従来の

ガントチャートを示す。しかし作業を開始しないアクティビティは終了しない。そこで、本件で

はプロジェクト管理に於ける着手日管理を提案する。作業着手日とは作業開始に向けて、情報収

予定作業日数 実作業日数 作業遅れ日数 実際の仕事量：Ｘ（ｔ）×日数 

11 日 25 日 14 日 10.5 日 

生産性 
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集や予備試験、予備検討を開始する日のことである。具体的には図 5 示す様に作業開始日、作業

終了日管理に作業着手日を追加したガントチャートにて管理を行う。作業着手日を追加したガン

トチャートの例を図 5 に示す。 

 

 

 

 

 

図 4．ガントチャート（従来） 

 

 

 

 

 

 

 

図 5．ガントチャート（着手日を追加） 

 

表 2 はあるプログラム開発に於ける各管理日の生産性を示す。生産性は各要員の感覚で記入し

た。生産性とは標準生産性を 1.0 として記入しており、プログラムであれば標準生産性は 1 日当

たり 200 ラインである（コメントを含む）。表 2 から実際の作業ではガントチャート上の作業開始

日より前に情報収集等の作業に着手していること、そして作業開始日の生産性は 1.0 には達して

いないことが解かる。作業開始日の生産性が 1.0 に達していない理由として、通常、プロジェク 

 

表 2．ガントチャート上の生産性 
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トは同時期に複数実行されており、各要員も複数のアクティビティを担当しており要員の専任率

は 1.0 ではないことがある。加えて図 6 に示す通り、各作業への時間配分や作業の事前準備も要

員任せであり生産性の立ち上がりは人的要因が大きく関与している。従って、作業開始前に作業

に必要な知識や情報を提示することにより生産性の立ち上がりを早めることが期待できる。 

そこで、図 7 に示す通り、作業開始に先立って着手日の設定を行い、着手日に先行着手作業と

して必要な情報や知識提供を設定することを考える。例えば、図 8 に示す様に先行着手作業の項

目をそれぞれの作業から抽出して先行作業チェックシートとして図 9 に示す様に作業着手日に必

要な知識や作業手順を要員に提示することにより、作業開始予定日の作業生産性向上が期待でき

る。 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

    

 

 

図 6．同一要員の担当工程 

 

 

 

 

 

 

図 7．先行作業と着手日の設定 

 

プロジェクト管理ではアクティビティがスケジュール遅れとなるリスクを回避することが重要

である。そこで最近はフロントローディングと呼ばれる作業の事前チェックを行うことが一般的

である。そこでフロントローディング時に先行作業チェックシートと関連知識の整理を行い、

 

時間

プロジェクトＡ
担当Ａの作業

先行作業 作業２作業１

機能１開発

着手日

作業開始日 作業完了日
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チェックシートを提示する作業着手日を設定しておくことが考えられる。すると図 9 に示す様に

作業着手日での先行作業チェックシートの提示が可能となり、アクティビティがスケジュール遅

れとなるリスクを回避できる可能性が高まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 8．プロジェクトに於ける類似工程の存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9．プロジェクトに於ける類似工程の存在 

 

Ⅲ．工程情報と知識の登録 

１．プロジェクトマネジメントと着手日管理 

プロジェクト計画時の生産性は予測であり、実際にそのように生産性が確保できるか否かは要

員の能力に依存する。そこで本件は作業の開始に当たって先行的に適切な知識を与えることによ

り生産性の向上とスケジュール遵守を実現する着手日管理を提案する。以降、作業開始に当たっ
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て先行的に適切な知識を与えるタイミングを作業着手日と呼び、作業着手日に適切な知識を与え

るプロジェクトマネジメントを着手日管理と呼ぶ。計画されたアクティビティの中には情報収集

や事前検討があり、これらのアクティビティの成果物は知識であり、知識獲得のための作業時間

を必要とする。しかし、一般的なプロジェクトの計画に於ける WBS（Work Breakdown Structure）

では知識が成果物であるとの認識は薄い、例えば図 10 の分析／調査アクティビティと入力データ

確認アクティビティの成果物は不明確である。そこで着手日管理では通常作業と知識獲得作業を

同等に扱い、知識を作業成果として明確に設定する。そして着手日に先行作業チェックシートを

提示して収集すべき知識について確認を行うことにより成果物が不明確なアクティビティについ

ても成果が明確となる。更にアクティビティの完了日に加えて、アクティビティに着手している

か否かを管理する。すると図 10 と図 11 の例に示す様に現時点より後で開始する予定のアクティ

ビティについても既に着手している場合には作業状況が着手済と表示され、マネージャは着手さ

れていないアクティビティを容易に知ることが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10．WBS の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11．着手日管理の表示 
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２．プロジェクト管理システム 

一般的なガントチャート管理では開始予定にあるアクティビティの中には既に準備等を開始し

ているアクティビティがあっても状況を知る手段はない。表 3 に市販システムの機能を調査した

結果を示す。 

 

表 3．市販プロジェクト管理システム比較 

システム ベンダ タスクへの 

知識登録 

EV 用マイルス 

ストーン登録 

EVM 表示可能状況 

A M 社 不可 不可 不可 開始（予定）日、

完了（予定）日、 

B O 社 可 可＊ 可 開始（予定）日、

完了（予定）日、 

＊EVM 法に加えて出来高パーセント見積もり法＋マイルストーン法の利用が可能、本方法ではマイルス

トーンに作業が達した場合にマイルストーンに設定してある出来高を計上する。作業がマイルストーンに達

しない期間に於いてはマイルストーンに設定した費用を上限としてマイルストーンまでに要した作業時間に

比例して出来高を計上する。 

 

本研究では着手日管理を実現するシステムを試作した。本システムでは知識と作業を同一に登

録することが可能である。試作したシステムの機能を図 12 に示す。以下に本システムの機能を示

す。図 12 の①に於いて登録された作業情報と知識情報は計画スプールに入り、②に示すガント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12．システム構成 

ガントチャート

計画スプール

工程情
報

知識・情報

担当者
スプール

担当者
スプール

担当者
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着手・完了作業
スプール

ガントチャート

①
②

③

④

⑤

 

作業用知識
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チャート表示される。計画スプール中の作業情報は各担当者のスプールに配布される③、この時、

作業にリンクされた作業用知識が抽出され、同じく各担当者のスプールに配布される④。そして

各担当者に分配された作業が着手されるとガントチャート上に着手表示される⑤。ただし②、③、

④、⑤の機能は現在開発継続中である。 

本システムでは登録された知識と作業情報は XML で記述されており、同等に扱うことが可能

である、そして登録された知識と作業情報は同一に検索することが可能である。図 14 に知識の登

録の画面例を示す。次に図 17 に作業情報の登録例を示す。作業登録画面では着手予定日を登録す

ることが可能である。登録された作業情報と知識情報はワープロデータとして作成され、ワープ

ロデータには必要に応じて画像データや参照ファイルのリンクを含むことができる。そして図 16

の様に作成されたワープロデータは図 15 に示す様にワープロデータの形で呼び出して、修正する

ことが可能である。 

 

 

 

 

 

図 13．基本メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14．知識の登録例 

 

本システムでは登録されたワープロデータからテキスト抽出を行い、図 18 に示す様な全文検索

が可能である。図 19 に検索結果の例を示す。全文検索機能により作業情報と知識情報を同一に扱
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い、検索することが可能である。 

 

 

 

 

 

図 15．登録知識の修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16．登録知識のワープロ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17．作業の登録 
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図 18．知識の検索 

 

 

 

図 19．知識の検索結果 

 

Ⅳ．まとめ 

通常プロジェクトの計画では進捗計画は直線で描かれる、つまり進捗率は一定であると仮定し

ている 9）－16）。しかし進捗率を構成するのは各要員の生産性であり、要員の生産性は一定ではな

い 17）18）。そこで、本研究では実際のプロジェクトに於いてガントチャート上の作業開始日には期

待した作業生産性が確保できていないことを明らかにした。そして本件では要員の作業効率は非

線形に立ち上がると仮定して実作業量の算出を行い、算出した実作業量と計画値が合うことを示

した。本結果により、アクティビティ開始予定日の生産性を測定することにより作業パフォーマ

ンスを推定できる可能性を示した。本パフォーマンス測定方法の検証は今後の課題である。本研

究によりプロジェクト全体のパフォーマンスを上げるためには作業開始時の生産性を上げること

が必要であることが明らかになった。そこで、本件では作業開始時の生産性向上を目的とした着

手日管理を提案した。着手日管理とは従来の作業開始日、作業終了日に作業着手日を追加してガ

ントチャートで管理を行うことであり、着手日とは作業開始に向けて、情報収集や予備試験、予

備検討を開始する日のことである。若し、作業着手日にプロジェクトの遂行に必要な先行作業や

知識を先行作業チェックシートとして提示することができれば、作業開始日の作業生産性を高め

ることが期待できる。そして先行作業チェックシートを用いた確認作業によりアクティビティが

スケジュール遅れとなるリスクを回避できる。しかし、現状では着手日と要員の生産性を管理で

きるプロジェクト管理システムは存在しない。そこで、本件では着手日と要員の生産性を管理で

きるシステムを試作した。試作システムでは作業情報と知識情報を同一に登録することが可能で

ある。更に試作システムでは作業情報と知識情報を同一に検索して作業に必要な情報を作業着手

日に一括して提示することが可能である。今後、作業内容に関する作業指示情報と知識情報を同

一に扱い、作業情報と知識情報の蓄積が進めば、知識中に含まれるキーワードから類似作業を検

索することが可能となり、類似の作業を時間的近傍に集めた工程計画が可能となる。比較的大規

模なプロジェクトでは主システムとサブシステムの開発を同時に行うことが多く、更に同一の要
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員が主システムとサブシステムを担当することが多々あるため、類似作業を時間的な近傍に集約

できれば、作業実行に必要な知識と人的資源を集中した効率的なプロジェクトの計画と実施が期

待できる。 
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